
 

 

 

 

 

補習校の各教室では、（手を合わせて）「いただきますっ！」と、（学年が

進むにつれて声は小さくなるかもしれませんが）感謝の気持ちを胸に、お

家の方が持たせてくださったお弁当をいただいています。 

ある日の小学部の教室では、おにぎりやサンドイッチ、「これ、温かいん

だよ！」と保温容器に入ったおだしでつけ麺をいただく姿もあり、おいしく、

幸せなひとときが見られました。 

冬場は特に、早朝の暗い時間帯から補習校授業に備えてお弁当のご用意をいただき、大変ありがたいこ

とと存じます。２学期最終授業日の明日もお世話になります。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

幼稚部発表会（年中・年長）を開催します 

１２月２１日㈯には、幼稚部が合同で、「幼稚部発表会」を実施しま

す。この行事は、リズムにのって新しい言葉をおぼえ、たくさんの人の

前で発表し喜んでもらえることで、これからも自信をもって意欲的に

挑戦しようとする心を培うことを目的としています。 

暗唱やダンス、合唱など、複数の演目について、先月から少しずつ

練習を重ねてまいりました。明日はいよいよ発表会当日を迎えます。

子どもたちには、これまでの練習で身に付けたことに自信をもって、ご家族や友だちの前で笑顔で楽しく

発表し、やり遂げられたうれしさを感じてほしいと願っています。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トロント補習授業校 学校だより 

令和６年１２月２１日 №.３０ 

校長 近藤 仁巳 

    

舞台下フロアも使って踊ります！ 

   

幼稚部発表会（年中・年長）の受付は、マクマリック校舎「４番出入口」です 

日時   令和６年１２月２１日㈯  １１：３０～１２：４５ 

会場   マクマリック校体育館 

内容   年中（ゆり組・さくら組） … 暗唱五十音、ダンスじゅげむ、手話ドレミの歌 

       年長（ばら組・もも組）  … 暗唱雨にも負けず・いろはカルタ、手話森のくまさん、 

                               ダンスあわてんぼうのサンタクロース 
 

お願い  保護者様入場について 

         受付はマクマリック校舎「４番出入口」で行います 

         会場へのご入場は、１１：２０から となります 

         「入校許可証」をご持参ください 

       発表会終了後は、４番出入口からご退出ください… 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岸田羽衣月さん 令和７年１月１１日㈯ ＮＨＫラジオで放送 
 

令和７（２０２５）年１月１１日㈯のＮＨＫ「ちきゅうラジオ」で、岸田羽衣月さん（現小４）の作文が 

本人の朗読（録音収録済み）で紹介されます。 

羽衣月さんは、昨年度の「第４４回海外子女文芸作品コンクール」（主催：海外子女教育財団） 

の作文の部に、優秀作品として入選しました。このコンクールを後援されている NHKから主催者側 

に、ラジオで紹介したいとの打診があり、今回の放送につながりました。 

日本時間の土日の夕方 5時から放送されている上記番組の中で、作品「日本とカナダ、国境を 

越えて」を羽衣月さん本人が読み、録音したものが紹介されます。 

 

下記「放送メディア」でお聞きいただけます。（NHKからの依頼より抜粋して掲載しています） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

NHKちきゅうラジオ「ちきゅうキッズだより」について（NHKからの依頼より抜粋） 
 

番組名：『ちきゅうラジオ』 （番組ＨＰ https://www.nhk.jp/p/gr ） 

放送日時：毎週土曜・日曜 １７：０５～１８：５０（日本時間） 

岸田羽衣月さんの放送は、１月１１日、日本時間１７：３０～１７：５５の間です。 

（当日の放送の関係で後ろ倒しになることがあるとのことです。） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

「音読劇発表会」（小学部１年）を実施しました 

１２月１４日㈯には多くの保護者の皆さまに足をお運びいただき、小学部１年生の各教室で「音読劇

発表会」を実施いたしました。入学当初は慣れない環境から教室で涙が出てしまい、それにつられて他

の子も泣き出してしまう…といった様子も見られましたが、発表会 

での子どもたちは友だちと共に真剣な眼差しで、音読劇での自分 

の役割を果たそうと一生懸命に取り組んでいました。着実に成長 

を続けている子どもたちの姿に、担任をはじめ、発表会に立ち会い 

ました教員は大変うれしく、胸をうたれる思いでした。 

発表会後には、保護者の方々から子どもたちへお褒めの言葉を、 

とてもたくさんいただきました。そのお一言お一言が子どもたちに 

とってだけでなく、１年生担任に取りましても大変ありがたく、とても 

大きな励みとなりました。保護者の皆さま、誠にありがとうございま 

した。 

 

 

明日は２学期最終授業日となります。長期休業前には図書スペースの本を、一人５冊まで借りる

ことができます。３学期始業日までは３週間ありますので、明日は多くの本を借りに図書スペースに

足を運んでいただきたいと思います。 

小１－１ 

小１－２ 

https://www.nhk.jp/p/gr


小学部 1位 2位 3位 小学部 学級 1位 2位
　　　　　　

わくわくするおり紙 はくぶつかん、大すき みずうみがきれいなカナディアンロッキー

はじめてのクッキー ぼくがそだてたクワガタムシ わたしと母の作るおいしいりょう理

ぼくの挑戦 わたしが決めたピアノ わたしとバレエ

自分の道をみつけるためには 未来のぼくへ 現代科学の父チャールズ ダーウィン

チャレンジを続けること 大切にしたい言葉

中学部 1位 2位 3位 中学部 学級 1位 2位 3位

大学は必要か 飛行機の座席間隔と安全性について 音楽の権利とは

「ポジティブ思考の可能性」 ＡＩの危険性と可能性 魔法の言葉、挨拶の可能性

みんなちがって みんないい ＳＤＧｓは達成することが出来るのか ゴミ箱を増やしてより良い社会に

高等部 1位 2位 1位 2位

AIアートと芸術の境界線 繁殖が生む闇

広告詐欺とSNS投資詐欺被害について

心理療法の落とし穴

２年

３年

                                        令和６年度 「作文・意見文発表会」　入賞者発表

   　　　11月１6日㈯に開催しました「作文・意見文発表会」について、「発表力部門」「文章力部門」の2部門で審査を行いました。
　　　　　以下のような結果となりました。  （「文章力部門」は小２以上、「発表力部門」は小5以上となっております
　　　　　今後も、子どもたちが国語学習を進める中で、「表現力」や「文章力（書く力）」をさらを高めていくように指導してまいります。

４年

５年

６年

１年

３年
　下島 咲夜

　渡邊 スミレ

　小林 佳穂 　磯 倫太朗

　大床 怜奈 　三浦 慶也 　谷 七美

　大嶋 陽

２年

３年

　岸田 羽衣月 　野口 ひより

　髙野 志帆

２年

　須藤 莉彩

　永谷 聡汰

１年

　山口 千怜

　豊田 奈穂子 　北見 宗達 　樋口 景樂

高等部

３年

1組

2組

言葉はスズメではないから、

　飛び立ったらつかまえられない

　田中 源起 　星野 成美

　祖父江 咲葵

２年  樋口 景樂  早坂 優臣

５

年

６

年

 山口 千怜

 豊田 奈穂子

 下島 咲夜  安丸 万陽  金安 陶然

【文章力部門】

　落合 柚葉

 赤崎 元音  田中 翠  天山アンダル　赤崎 元音 　橋本 芽依

　井上 尊斗 　ヤシキラ 美桜

　吉田 茉里衣 　北見 千歳 　森岡 美沙

 髙田 彩生

１

年

1組

2組

1組

2組

 沼倉 陽生  橋本 芽依

〖発表力部門〗

１年

２年

３年

 祖父江 咲葵  コシバ はな

 荻原 星路

 大嶋 陽

 夏目 真空守  横田 真穂

 三井 小春  山本 航世

 世古 旭  片岸 凜太朗

 星野 陽香



 

図書スペース担当変更のお知らせ 

図書スペース担当職員、荻原裕美子は、１２月２１日㈯の授業日をもちまして退職いたします。 

１月１１日㈯からは、日比野 朝子(ひびの あさこ)が上記担当職員として勤務いたします。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

トロント補習授業校 

保護者 様 

 

トロント補習校図書スペースで図書事務員を務めてまいりました荻原です。 

2014 年から 10 年間、皆様には大変お世話になりました。このたび今学期で退任することになり

ましたので、これまでの感謝の気持ちをお伝えしたいと思います。 
 

50 年以上の歴史あるトロント補習校の図書スペースには、たくさんの素晴らしい本があります。

ここ数年は、校長先生はじめ先生方と協力して、限られたスペースながら本棚を増やし、高学年向

けの本も充実させてきました。全学年の生徒の皆さんにもっと多くの本に触れていただきたいとい

う思いからです。 
 

図書スペースは、いつも子どもたちの元気な声で賑わっています。「こんにちは！」と元気に入っ

てきて、「ありがとうございました！」「さようなら！」と笑顔で帰っていく姿を見るのが、私の楽

しみでした。 

ここは、学年を超えた交流の場でもあります。低学年の生徒さんが上級生を憧れの目で見たり、

お友達のおすすめ本に興味をもったり、高学年の生徒さんが懐かしい本を見つけて喜んだりする様

子を見るのがとても嬉しかったです。中には進んでお手伝いをしてくれる生徒さんもいて、貴重な

休み時間をここで過ごしてくれることに、心から感謝しています。 
 

平日は現地校、土曜日は補習校と、生徒の皆さんの頑張りには本当に感心します。その姿を見て、

私も毎週元気をもらい、たくさんのことを学びました。トロント補習校に通う全ての生徒の皆さん、

本当にありがとうございました。 

そして、お子様たちを一生懸命支えていらっしゃる保護者の皆様にも、心からお礼を申し上げま

す。 

皆様の補習校での生活が、これからもますます楽しく充実したものになりますように、心からお

祈りしています。 
 

10 年間、本当にありがとうございました。 

 

荻原 裕美子  


